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令和３年５月にナショナルサイクルルートとして指定された太平洋岸自転車道の一部を紀勢

国道事務所が管理する国道４２号が担っている．国道４２号は様々な景勝地や道の駅等いくつ

もの観光資源を沿線に有する路線としてサイクリストの利用者も多い．中部地方の一部として，

また，近畿地方からの玄関口として，東紀州エリアで官民が地域連携し，ルートへの指定に向

けて取り組んできた内容と指定を受けて行った活動や，これからの展望について報告する． 
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1.  はじめに 

  
(1)   ナショナルサイクルルートの概要 
 自転車活用推進法に基づき，自転車を通じて優れた観

光資源を有機的に連携するサイクルツーリズムの推進に

より，日本における新たな観光価値を創造し，地域の創

生を図るため，創設された制度である．サイクルツーリ

ズムの推進に資する魅力的で安全なルートであることな

ど，一定の要件を満たすサイクリングルートを対象とし

てナショナルサイクルルートに指定する．将来的には，

全国のナショナルサイクルルートのネットワーク構想を

検討することを目的としている．その指定要件について

は，ハード・ソフト両面から一定の水準を満たす環境が

必要であることに加え，それらの魅力的な環境を国内外

に向けて情報発信すると共に，一貫したコンセプトの下

で継続的に利用環境の水準の維持，更なる向上を図る必

要があることを踏まえ，以下の観点，考え方に基づき設

定している． 
 

表-1  ナショナルサイクルルートの指定要件 

 

 

⑵ 太平洋岸自転車道の概要 

 千葉県銚子市から神奈川県，静岡県，愛知県，三重県

の各太平洋岸沿いを走り，和歌山県和歌山市に至る延長

1,487kmの自転車道．自転車道沿線は，世界遺産である

富士山をはじめ，伊勢神宮や那智の滝，夫婦岩など，日

本を代表する観光地・景勝地が多数存在するルートとな

っている．そのうち，三重県内は国道４２号と国道２６

０号が担っている．ロゴマークは図２のとおりである． 
 

 

図-1  太平洋岸自転車道のルート図 



 

図-2  太平洋岸自転車道のロゴマーク 

 

経緯 

昭和４４年：財団法人自転車道協会が，建設大臣に「太

平洋岸自転車道建設に関する陳情書」を

提案 
昭和４５年：「自転車道路建設促進議員連盟」の尽力に

より，「自転車道の整備等に関する法律」

が議員立法で成立 
昭和４８年：大規模自転車道整備事業として整備着手 
平成３１年２月：各県に地区協議会（行政，民間企業，

ＤＭＯ，観光事業者，交通管理者，

地域関係者）を設置し，官民が連携

した取組を実施 
令和３年５月：太平洋岸自転車道がナショナルサイクル

ルートに指定 
 

⑶ 国道４２号の概要 

 静岡県浜松市を起点として和歌山県和歌山市に至る総

延長５２２．４ｋｍの一般国道である．なお，愛知県田

原市から三重県伊勢市間の１９．６ｋｍは伊勢湾フェリ

ーによる通行が主となる海上区間である．昭和３４年に

１級国道４２号として２級国道１７０号から昇格した当

初は紀伊半島を１周して津に至る約３８０ｋｍのみが総

延長であり，その大部分は熊野街道と称されていたもの

と重複していた．現在でも，国の直轄となる指定区間は

紀伊半島を周回する伊勢市から和歌山市の区間のみであ

り，その他の指定区間外となる浜松市から伊勢市の区間

は，三重・愛知・静岡県が管理を行っている． 
紀伊半島の国道４２号の前身となる熊野街道とは，古

くから熊野三山（熊野本宮大社，熊野速玉大社，熊野那

智大社）への熊野詣や，西国三十三ヵ所巡りの「信仰の

道」として発達した街道である． 
そのため，歴史的な観光資源が点在しており，太平洋

岸自転車道の東紀州ルート区間においても伊勢神宮や，

丸山千枚田のほか，２００４年にユネスコの世界遺産

「紀伊山地の霊場と参詣道」の一部として登録されてい

る荷坂峠道や，花の窟，七里御浜等といった「熊野古道 

伊勢路」の景観が今も健在な場所が国道４２号の近傍に

点在している． 

 
図-3  太平洋岸自転車道（東紀州版）のルート図 

 
また，地域では自転車を活用したイベントも多く開催

されている．熊野市が「ＴＯＵＲ ｄｅ 熊野」の舞台

となっているほか，毎年１２月には志摩市において伊勢

志摩サイクリングフェスティバルが開催されている． 
 

 
図-4  ＴＯＵＲ ｄｅ 熊野 

 
図-5  伊勢志摩サイクリングフェスティバル 



 
                                           

2.  ナショナルサイクルルート指定に向けた取組 

⑴ 自転車通行空間の整備 

 東紀州エリアにおける太平洋岸自転車道の整備は歴史

が古く，昭和４８年度より施工を行っている．自動車を

始めとする各種交通機関の進展に伴って，自転車の利用

も多様化されたことを受け，海岸沿いの風景美や景勝地

を利用して自転車道の設置を行っていた． 

また，ナショナルサイクルルートの受け入れに際して

も自転車通行空間の整備として矢羽根等による路面標示

や，案内・注意喚起看板を設置するなど案内の強化を行

った．また，サイクリストが休憩可能な環境の整備とし

て，道の駅や公園をサイクルステーションとして位置づ

けて，クロスバイクやＥバイク等の自転車の貸し出しを

始め，サイクルラックや空気入れの整備を行っている． 

 

  
図-6  矢羽根や案内看板 

 

図-7  サイクルステーション 

 

図-8  クロスバイク貸し出し 

 

図-9  サイクルラック･空気入れ 

 

⑵ 熊野エリア道の駅協議会の発足 

 三重県南部に位置する、熊野市、御浜町、紀宝町の道

の駅が中心となって、各関係者と連携し、情報の共有や、

取り組みの共有、防災訓練や、避難訓練、又は災害時の

対応に関する共有、新サービス・新商品の開発の実施、

その他、地域を活性化させる為などを目的として２０２

０年７月に「熊野エリア道の駅協議会」が発足した．参

加メンバーは下記の表２のとおりである．本協議会の中

でも地域の活性化を目的として，太平洋岸自転車道での

自転車活用の取組を実施しており，紀勢国道事務所とし

て道の駅における各種支援策の案内や，自転車活用の取

組を紹介し，活動の支援を行えるように熊野維持出張所

長がオブザーバーとして同年８月より参画している． 

 

 
表-2  協議会メンバー（2022年3月31日現在） 

 



⑶ 自転車道における地域活性化の取組 

協議会が最初に行ったイベントとして，「第１回 自

転車活用セミナー」がある．２０２０年時点では，熊野

エリアで自転車活用の機運は高まっていたものの，「太

平洋岸自転車道」の知名度，認識は必ずしも高いとは言

えなかった． 

このため，熊野エリア道の駅協議会にて，協議会会員及

び地元自治体の勉強会として，「第１回 自転車活用セ

ミナー」を企画した． 

２０２１年２月に行政と共催したイベントであり，コ

ロナ禍のため対面とオンラインを併用したハイブリッド

で開催した． 

ゲストには，国際自転車レースに選手を輩出するＫＩＮ

ＡＮサイクリングチームＧＭの加藤氏，自転車の交通分

担率が２０％と高水準の静岡市担当者，自転車を部品か

らオーダーメイドできる自転車店店長ダビット氏を迎え，

ホスト地域として自転車活用の窓口である三重県と自転

車交通安全を進める熊野警察署の各担当が参加し，ＷＥ

Ｂミーティングを６０名程度で実施，ライブ配信の同時

接続者は３００名を超えた． 

本セミナー開催に当たり，熊野市・御浜町・紀宝町が

「自転車を活用したまちづくりを推進する全国市区町村

長の会」に入会し，ナショナルサイクルルート指定を目

指す機運を高めた． 

 

 

図-10  ゲスト講演の様子 

 

 また，セミナーをきっかけに静岡市，田原市から，熊

野エリアに視察希望があり，２０２１年３月には静岡市

の研修を受け入れるという形で交流を行った．パーク七

里御浜に併設されたマリオットへの宿泊やＥバイクの試

乗，道の駅の取組の見学を行った． 

3.  ナショナルサイクルルート指定と取組の発展 

⑴ 自転車通行空間整備の強化 

 ナショナルサイクルルートに指定された後も自転車通

行環境の整備に尽力を注いでいる．国道４２号鬼ヶ城ト

ンネルのう回について紀勢国道にて案内の強化を図るな

ど，安心・快適な自転車通行へ向けた整備を行った． 

 

⑵ 他地域との交流 

 ナショナルサイクルルートへの指定を受け，千葉県か

ら和歌山県の太平洋岸自転車道1,400km走破にチャレン

ジする和歌山サイクルプロジェクトのサイクリストの受

け入れ支援を熊野エリア道の駅協議会にて行った． 

 

⑶ 高校生によるＰＲお菓子の企画 

 ２０２２年３月には太平洋岸自転車道のロゴが入った

お菓子を熊野エリア道の駅協議会と紀南高校とのコラボ

企画により開発し，紀南高校生による道の駅での販売を

行っている． 

 

 
図-11  お菓子販売状況 

 

  用意した在庫は高校生が手渡し販売を行った当初の２

日間でほぼ完売し，購入した幅広い世代に太平洋岸自転

車道をＰＲすることが出来た． 

 また、本企画は２０２１年１１月に行ったキックオフ

イベントから複数回に渡ってメディアに取り上げられて

おり，副次的なＰＲ効果も図ることが出来た．  

 同商品は今後も製品改良を行い，更なる太平洋自転車

道との融和や，商品クオリティの向上を目指している． 

 

4.  今後の展望と課題 

 今後も引き続き，田原市，静岡市，和歌山市との広域

交流，大学生・高校生と連携し，半日程度のポタリング

(まちめぐり)コースの企画・開発等といった様々な地域

活性化の取組を官民連携で行っていく． 
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